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三重県地域医療支援センターキャリア形成プログラムの改訂について

１、改訂について
三重県地域医療支援センターキャリア形成プログラムは、本規定（13管理・運営体制）に基づき、
毎年度見直しを行うこととしている。

２、本年度の改訂内容（令和６年度版の改定）
（１）ローテーションモデル例の改定

ローテーションモデル例策定協力機関（専門研修基幹施設）に改訂作業を依頼し、改定内容
をとりまとめた。
→ ① 研修先医療機関の追加、変更（４件）

三重大学医学部附属病院： 皮膚科、放射線科、麻酔科
市立四日市病院 ： 麻酔科

② ローテーションモデル例の変更（４件）
三重大学医学部附属病院： 泌尿器科、麻酔科、総合診療科、産婦人科

（２）ローテーションモデル例の新規追加
令和６年度から研修が開始される県内の専門研修プログラムについて、２プログラムが追加
認定された。該当医療機関に確認したところ、２医療機関からキャリア形成プログラムへの
参加協力が得られたため、ローテーションモデル例の新規追加を行う。
→ 新規追加（２件）・三重大学医学部附属病院 形成外科

・市立四日市病院 整形外科

（３）キャリア形成プログラム本文の改定
・三重大学医学部地域枠における診療科指定について

→ 三重大学医学部地域枠Ｂを対象に、令和６年度入学者から行う診療科指定（及び医師修学資金一般
枠の返還免除条件）について、該当箇所の改定を行う。

・三重県地域医療支援センターキャリア形成卒前支援プランの適用について
→ キャリア形成プログラムの適用について同意した学生を対象に令和５年度から適用となるキャリア

形成卒前支援プランについて記載する。 3



三重県地域医療支援センターキャリア形成卒前支援プランの改訂について

１、改訂について
三重県地域医療支援センターキャリア形成プログラムは、（５ 卒前支援プランの運用等）に
基づき、必要に応じて見直しを行うこととしている。

２、本年度の改訂内容（令和６年度版の改訂）
〇卒前支援プロジェクトの改訂

卒前支援プロジェクトの内容について、下記の通り改訂を行う。
→ ④ へき地医療体験実習・研修会

⑤ 地域医療体験実習
・内容の記述の一部更新、プロジェクト内容の説明に使用する写真等の更新
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〈キャリア形成プログラム・キャリア形成卒前支援プラン改訂スケジュール〉

令和５年10月３日 第１回医師派遣検討部会
（キャリア形成卒前支援プラン改定案について協議）

令和５年10月～11月 改定案について適用対象者（※）に意見照会

令和５年11月20日 第３回地域医療対策協議会
（意見照会の結果を踏まえ、改定案を協議）

令和５年12月 キャリア形成卒前支援プラン（令和６年度版）の公表

（※）キャリア形成卒前支援プラン対象者（令和５年度入学）及び医師修学資金貸与を受けている学生



地域枠において指定する診療科について（４）

○ 必要医師数（国算定値）に基づく需給推計結果から、救急科、内科、総合診療科について
診療科指定が必要であると判断する。

外科については、2030年頃に医師の総数は充足が見込まれるものの、医師不足地域では
2032年以降も不足することが見込まれている。また、医師不足地域における需要が高
く、地域の救急医療体制も担っており、将来も同様の傾向が続くと見込まれる。
ついては、指定する診療科案を下記のとおりとしてはどうか。

指定する診療科： 内科、外科、総合診療科、救急科

なお、次の点についても検討が必要であると考える。
・ 整形外科については、医師の総数は充足が見込まれるが、医師不足地域における需要が高く、

整形外科医の確保について自治体からも要望がある。
・ 小児科については、医師の総数は充足が見込まれるが、小児救急医療において小児科医が不足

するなど、小児科医の確保について自治体からも要望がある。

地域医療対策協議会で承認された内容

入学枠 入学定員
（うち臨時定員）

指定する診療科

地域枠A 25名（10名） ―

地域枠B 5名（５名） （本案で指定する診療科）

三重県地域医療枠 5名（５名） ―

令和4年度第２回地域
医療対策協議会資料
（一部改変）
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○従事要件

・医師として卒後９年間を県内の
医療機関等で勤務する

・臨床研修修了後から卒後９年目
までの間に、医師不足地域の医
療機関において、地域枠の指定
診療科のいずれかで１年間常勤
勤務する

○一般枠コース（１０名）
対象者：医学部医学科学生（１年生から６年生）

出身地および医学部の所在地は、県内に限らず県外も対象とする

三重県医師修学資金貸与制度（一般枠）における診療科指定の検討について

○従事要件

・医師として卒後９年間を県内の
医療機関で勤務する

・臨床研修修了後から卒後９年目
までの間に、医師不足地域の医
療機関において、内科医または
外科医として１年間勤務する

現行

三重大学医学部地域枠における診療科指定の検討にあわせ、三重県医師修学資金貸与制度に
おける一般枠の従事要件（返還免除条件）についても改正を検討したい。

改正案

一般枠コース（10名）一般枠コース（10名）

当初案から、『①地域医
療貢献コース』の内容を
残し、『②診療科貢献
コース』は削除した

地域医療対策協議会で承認された内容 令和4年度第２回地域
医療対策協議会資料
（一部改変）
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新規１９ 三重大学医学部附属病院 形成外科
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新規追加ローテーションモデル例



新規１９ 三重大学医学部附属病院 形成外科
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新規追加ローテーションモデル例



新規２３ 市立四日市病院 整形外科
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新規追加ローテーションモデル例



第１回 医師派遣検討部会における協議結果

キャリア形成プログラム及びキャリア形成卒前支援プランの改定について

（委員）
○ 三重大病院産婦人科のローテーションモデル例について、常勤での地域貢献を行う
場合のモデル例についても検討してはどうか。

（事務局）
● 産婦人科のモデル例については、「変更なし」と回答があったため、現行の内容の
ままとしている。

（委員）
○ 検討のうえ対応する。
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○ 第１回 医師派遣検討部会における部会員等の意見（令和５年10月3日開催）

意 見

協議結果

本案については承認された。
なお、三重大病院産婦人科ローテーションモデル例については、常勤での地域貢献を
行う場合のモデル例を追加することで対応いただいた。



ローテーションモデル例追加（三重大病院産婦人科） ※検討部会後対応
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